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第３章．制御・操作

3-1. アナログ出力の様子

　　リセット時　　　電源投入、パソコン本体（ハードウエア）リセット操作、または本ボードの

　　　　　　　　　制御部リセット操作（３－５項）直後のアナログ出力は両チャンネル共に０ｖ

　　　　　　　　　となります。

　　更新出力後　　　任意のデータがＤＡ素子に書き込まれる（更新される）と、アナログ出力は

　　　　　　　　　対応する値（２－２項／表２－２Ｂ，Ｃ）となり、以後、次の更新まで同値を

　　　　　　　　　保持します。（Ａ，Ｂ両チャンネル共）

　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ａ．アナログ（ＤＡ）出力の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　  リセット　　 データ更新　　 データ更新　　 リセット

　　　　　　　　　　リセット前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０ｖ

　　アナログ出力

　（ｃｈ．Ａ orＢ）　　　　　　　　　 ０ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   目標値

　　　　　　　　　　 リセット前

　　◆データ更新遅れ：　　即時更新モードのときは、パソコン側からＯＵＴ命令で書き込まれる

　　　　　　　　　　　　ＤＡデータはフォトカプラ（通過時間＝約１μｓ／ｂｙｔｅ）を通して

　　　　　　　　　　　　ＤＡ素子のラッチ（１データ分メモリ）に達します。

　　　　　　　　　　　　　クロック同期更新モードのとき（チャンネルＡのみ）は、ＦＩＦＯメ

　　　　　　　　　　　　モリからＤＡ素子のラッチに転送される時間（数１０ｎｓ以下）だけで

　　　　　　　　　　　　すから全んど問題になりません。

　　◆セトリング時間：　　両チャンネル共、データが更新されるとＤＡ素子のアナログ出力は新

　　　　　　　　　　　　たな目標値に向かって変化を始めます。　本機では、１０ｖの変化幅を

　　　　　　　　　　　　０.１％の精度で到達する時間（セトリング時間）が約１μｓです。

　　　　　　　　　　　　　波形出力では更新周期が短かくても電圧変化幅が比例して小さければ

　　　　　　　　　　　　実用上の問題はないでしょう。
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   動作モード　　   ＤＡ出力チャンネルＢは即時（単独または同期）更新動作であり、アナログ

　　　　　　　    出力形態も出力範囲設定スイッチＲＧＢで指定される汎用ＤＡ機能です。

　　　　　　　　　  一方、ＤＡ出力チャンネルＡには加えて【クロック同期更新動作】があり、

　　　　　　　 　 ボード上の【出力モード】設定スイッチＲＥＳＬ，ＯＦＳＬでアナログ出力

                  形態（２－３項）を選択することにより多様な動作形態が可能です。

 【更新モード】　　ソフト指定（３-１７項）でＤＡ出力データの更新タイミング形態を選択する

　　　　　　　　 もので、次の選択肢があります。

　 (1)　即時・単独更新はパソコン側からの更新データが即ＤＡ素子のラッチに書き込まれるもの

　　　です。（図３－１Ｃ）

　 (2)　即時・同期更新は、チャンネルＡに更新データが書き込まれた時点でチャンネルＢの前段

　　　ラッチに待機していたデータも同時にＤＡ素子のラッチに書き込まれます。

　　　　すなわち、更新データの書き込み順をチャンネルＢ→Ａとします。（図３－１Ｄ）

　 (3)　クロック同期更新・サイクルモードは、あらかじめボード上のＦＩＦＯメモリに書き込ん

　　　でおいた波形１サイクル分のＤＡデータをクロックに同期して（指定回数、または無限に）

　　　循環出力します。　この動作はパソコン側からの制御が必要なく本ボード内で自動的に実行

　　　されますから最高速《８.１９２ＭＨｚ（Ｍｓ／ｓ）サンプリング》が可能です。

　 (4)　クロック同期更新・非サイクルモードは、クロックに同期してＦＩＦＯメモリから読み出

　　　されるＤＡデータの利用（更新出力）は１回限りです。　したがって、ＦＩＦＯメモリ容量

　　　を超えるクロック数を実行するときはパソコン側から逐次データの補給が必要になります。

　　　　この補給速度（ＩＳＡバスのデータ転送速度）が実質的なサンプリング速度を制限します。

　　　　　　　　　　図３－１Ｂ．クロック同期更新・非サイクルモードの最高速度（ＦＩＦＯ：標準４ｋ語のとき）

　最高速度 ｓ／ｓ（Ｈｚ）

　　 ８Ｍ

　　 １Ｍ

　８００ｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 Ｐｅｎｔｉｕｍ／１００ＭＨｚ　　 ６１０Ｋ

  ６００ｋ

  ４００ｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４８６／６６ＭＨｚ　　　　　　　２６０Ｋ

  ２００ｋ

　１００Ｋ

　　　　       ４ｋ　８ｋ　　   １６ｋ　　　２４ｋ　　　３２ｋ　　 ４０ｋ　　　４８ｋ　　　５６ｋ　　　６４ｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （総データ数）
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　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｃ．即時・単独更新

　　　　　　　　　　　　　　　　  ①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　③

　チャンネルＢ

　更新操作

　チャンネルＢ出力　　　　操作前　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　  ③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③

　チャンネルＡ

　更新操作

　チャンネルＡ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　②　　　　　　　　   　③

　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｄ．即時・同期更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　③

　チャンネルＢ

　更新操作

　チャンネルＢ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ①　　　　　　　　　　　　② 　　　　　　　　③

　チャンネルＡ

　更新操作

　チャンネルＡ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③

　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｅ．クロック同期更新

　　　　　　　　　　　　　　　　 ①　　　　　　　　　　　　　 ②　　　　　　 ③

　チャンネルＢ

　更新操作

　チャンネルＢ出力　　　　操作前　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ①　　　　 ②　　　 　　③　　 　 ④　　 　　　⑤　　  　 ⑥

　チャンネルＡ

　更新（クロック）

　チャンネルＡ出力　　　　操作前　　　　　　　　①　　　　　 ②　　　　  ③　　　　  ④　　　　 ⑤　　　  ⑥

　　　　　★　【図３－１Ｃ】【図３－１Ｄ】【図３－１Ｅ】に示すタイミング・チャートは前ページの説明と併せて

　　　　　　御参照ください。　また、これらの図中ではパソコン側から書き込み操作した時の《データ更新遅れ》、

　　　　　　および、アナログ回路の応答遅れ《セトリング時間》の表示を省略してあります。（前々ページ参照）
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3-2. ＦＩＦＯメモリの動作

　 本機のチャンネルＡを（波形出力用）クロック同期更新モードで使用するときのＤＡデータは

 クロックに同期してボード上のＦＩＦＯメモリからＤＡ素子（ラッチ付）に自動転送される動作

 となります。

　 ＦＩＦＯ（first in first out）メモリは図３－２に示すパイプ状の構造をしており、入口か

 ら書き込まれたデータは自動的に最奥部まで転がり込んで行き、出口では最古のデータから順に

 読み出される構造となっています。

　読み書きは非同期で、同時も可能です。 すなわち、データを書き込む時に出口側のタイミング

 を気にする必要がありません。

　　　　　　　　　　　　  図３－２．ＦＩＦＯメモリ内のＤＡデータ

　 データ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 データ

　 入口側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出口側

　　　　　　　　　　 　 上　下　　　　　　 　 上　下 上　下 上　下　上　下

　　　　　　　空　　　　位　位　　　　　　 　 位　位 位　位 位　位　位　位

　　　　　　　領　　　　バ　バ　 ・・・・・ 　バ　バ バ　バ バ　バ　バ　バ

　　　　　　　域　　　　イ　イ　　　　　　　  イ　イ イ　イ イ　イ　イ　イ

　　　　　　　　　　　　ト　ト　　　　　　　  ト　ト ト　ト ト　ト　ト　ト　 to ＤＡ

　　　　　　　　　　　　　Ｎ　　　　　　　　　  ３　　 ２　　 １　　　０

　　　　　　　　　　　　　番　　　　　　　　　  番　　 番　　 番　　　番

　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　目　　 目　　 目　　　目

　　　　　　　　　　表３－２．ＦＩＦＯメモリのステータス・フラグ

　　　　フラグ名 　フラグの意味　　　　（標準４０９６語のとき）

 Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ 　満杯ではない。　　　（格納データ数 ≦ ４０９５）

 Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ 　容量の１／２以下　　（格納データ数 ≦ ２０４８）

 Ｎｏｔ－Ｅｍｐｔｙ 　データ有り　　　　　（格納データ数 ≧ １      ）

　非サイクルモード　　　標準搭載のメモリ容量は４Ｋ語（４０９６データ分）ですが、読み出し

　　　　　　　　　　　た分だけ入口側に空領域が生じるため、読み出し（サンプリング）速度よ

　　　　　　　　　　　り書き込み速度が速ければ、いつまでたってもメモリが空になることが無

　　　　　　　　　　　く、したがって出力（サンプリング）データ点数に制限がありません。

　 サイクルモード　　　 ＦＩＦＯメモリから読み出したデータをＤＡ素子に転送しながら、同時

　　　　　　　　　　　に当データをＦＩＦＯメモリの入口から再書き込みを行います。　これに

　　　　　　　　　　　よりＦＩＦＯメモリ内のデータ数を１周期分とする連続繰り返し波形出力

　　　　　　　　　　　が実現されます。　波形の１周期を４０９６データ以上で構成したいとき

　　　　　　　　　　　はＦＩＦＯメモリ増設オプション（８Ｋ／１６Ｋ／３２Ｋ語）も用意され

　　　　　　　　　　　ています。《価格表参照／注文時指定》
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3-3. 制御・操作の手順

　次項以下で各制御レジスタの機能を説明するのに先立って、操作手順の概要を記します。　本項

では割り込みやＤＭＡを使用せず基本的なコーディングを例示します。　実際のコーディング時は

添付のサンプルプログラム・ソースを併せて御参照ください。　また、波形出力用の汎用Ｃハンド

ラ（ＭＳ－ＤＯＳ版ＬＩＢ／第５章）も用意されています。

　なお、リスト中の【BASE】＝Ｉ／Ｏベースアドレス値（１－３項、３－４項．参照）です。

　　即時・単独更新モード　　　　◆初期設定：①～④

　　　　　　　　　　　　　　　　◆更新時刻：チャンネルＡは⑤、チャンネルＢは⑥

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項）＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項） ＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項） ＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，０）　；　／＊　更新モード【＝即時・単独】　　（3-17 項） ＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　（3-16 項） ＊／

　⑤ ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　（　〃　）　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの下位バイト　（　〃　）　＊／

　⑥ ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの上位バイト　（　〃　）　＊／

　　即時・同期更新モード　　　　◆初期設定：①～④（最後の④以外は単独更新モードと同一）

　　　　　　　　　　　　　　　　◆更新時刻：チャンネルＡ，Ｂ共に⑥（同時）

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項）　＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項）　＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項）　＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋５，２）　；　／＊　更新モード【＝即時・同期】　　（3-17 項）　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　（3-16 項）　＊／

　⑤ ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　（　〃　）　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの下位バイト　（　〃　）　＊／

　⑥ ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＡの上位バイト　（　〃　）　＊／
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　　クロック同期更新・サイクルモード

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）　；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項）＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項） ＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項） ＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋１，ｃｋｓ）；　／＊　ｃｋｓ：クロック源選択　（3-11 項） ＊／

　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　 ；　／＊　クロック源分周比の設定　（3-13 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ０）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｌ）；　／＊　分周比＃０の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｈ）；　／＊　  〃   〃   上位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ１）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｌ）；　／＊　分周比＃１の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｈ）；　／＊　　〃　 〃　 上位バイト　　　　　　　＊／

　⑥ 　　　　　　　　　　　　　　　　；　／＊　データ点数の設定　　　　（3-14 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　  　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３４）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ４）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＬ）　；　／＊　１ブロック当りデータ数の下位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＨ）　；　／＊　　　〃　 　〃 　 〃　　 上位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７２）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ５）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＬ）　；　／＊　ブロック数の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＨ）　；　／＊　　〃　〃　の上位バイト　　　　　　　＊／

　《《 次ページに続く 》》
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　　ここで、

　　 　割り込みを使用する場合は　◇レベル設定（3-9 項）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇割り込み要求発生要因制御（3-10 項）

　⑦ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，５）　　；　／＊　更新モード【＝ｸﾛｯｸ同期・ｻｲｸﾙ】（3-17 項） ＊／

　⑧ ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ１Ｌ）；　／＊　先頭データ　の下位バイト　　　（3-16 項） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ１Ｈ）；　／＊　　〃　〃　　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ２Ｌ）；　／＊　２番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ２Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ３Ｌ）；　／＊　３番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ３Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡｎＬ）；　／＊　ｎ番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡｎＨ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　⑨ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，０ｘ８５）；　／＊　トリガ【＝ソフトトリガ】　　（3-17 項） ＊／

　⑩ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，５）　　　；　／＊　停止【＝ソフトトリガ禁止】　（3-17 項） ＊／

　 《注１》　⑥で設定した１ブロック当りのデータ点数とＦＩＦＯメモリに書き込む点数ｎが

　　　　　一致すること。（＝１周期のデータ点数）

　 《注２》　⑧ＤＡデータ書き込みの前に必ず⑦【＝ｸﾛｯｸ同期・ｻｲｸﾙ】指定を実行しておく。

　 《注３》　◇割り込み要求発生要因制御を実行すると許可された要因による割り込みが有効に

　　　　　 なる（⑦以下を待ってくれない）ので、場合によっては後にする必要もある。

　 《注４》　⑨は【＝ソフトトリガ／無限動作】＝即スタートの例。

　　　　　　　　 【＝外部（立下り）エッジトリガ／無限動作】なら：０ｘ５５、等。

　 　　　　　⑨で指定ブロック（周期）数出力で自動停止なら：０ｘ８Ｄ。

　《 その他 》　チャンネルＢとの乗算または減算モードのときは、（いつでも）チャンネルＢ

　　　　　　　出力の更新により、当チャンネルＡ出力の振幅制御が可能です。

　　　　　　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　＊／

　　　　　　　 ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　＊／
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　　クロック同期更新・非サイクルモード

　① ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７）　；　／＊　リセット【出力Ｖ A＝Ｖ B＝０ｖ】（3-5 項） ＊／

　② ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋３，０）　　；　／＊　ＤＡデータコード【＝バイナリ】（3-7 項） ＊／

　③ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ（＝１）指定　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋２，０）　　；　／＊　ＤＡデータ転送方法【＝Ｉ／Ｏ】（3-8 項） ＊／

　④ ｏｕｔｐ（BASE＋０，１）　　；　／＊　所属ページ指定（＝１）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋１，ｃｋｓ）；　／＊　ｃｋｓ：クロック源選択　（3-11 項）　＊／

　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　 ；　／＊　クロック源分周比の設定　（3-13 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ０）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｌ）；　／＊　分周比＃０の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃０Ｈ）；　／＊　  〃   〃   上位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ３）　　；　／＊　素子１の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７６）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ１）　　；　／＊　素子１のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｌ）；　／＊　分周比＃１の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＶ＃１Ｈ）；　／＊　　〃　 〃　 上位バイト　　　　　　　＊／

　⑥ 　　　　　　　　　　　　　　　　；　／＊　データ点数の設定　　　　（3-14 項）　＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　  　；　／＊　所属ページ指定（＝０）　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ３４）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ４）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃０を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＬ）　；　／＊　１ブロック当りデータ数の下位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＮＵＭＨ）　；　／＊　　　〃　 　〃 　 〃　　 上位バイト　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ７）　　；　／＊　素子２の制御レジスタを指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，０ｘ７２）　；　／＊　制御データ：固定値　　　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋７，０ｘ５）　　；　／＊　素子２のカウンタ＃１を指定　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＬ）　；　／＊　ブロック数の下位バイト　　　　　　　＊／

　   ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＢＬＫＨ）　；　／＊　　〃　〃　の上位バイト　　　　　　　＊／

　《《 次ページに続く 》》
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　ここで、

 　 割り込みを使用する場合は ◇レベル設定（3-9 項） ◇割り込み要求発生要因制御（3-10 項）

      ＤＭＡを使用する場合は ◇チャンネル設定（3-9 項） ◇前③は【＝ＤＭＡ】

　⑦ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　；／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，１）　　；／＊　更新モード【＝ｸﾛｯｸ同期・非ｻｲｸﾙ】（3-17 項） ＊／

　⑧ ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ１Ｌ）；　／＊　先頭データ　の下位バイト　　　（3-16 項） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ１Ｈ）；　／＊　　〃　〃　　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ２Ｌ）；　／＊　２番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ２Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，Ａ３Ｌ）；　／＊　３番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，Ａ３Ｈ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋８，ＡｍＬ）；　／＊　ｍ番目データの下位バイト　　　（　〃　） ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋９，ＡｍＨ）；　／＊　　〃　　〃　の上位バイト　　　（　〃　） ＊／

　⑨ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，０ｘ８１）；　／＊　トリガ【＝ソフトトリガ】　　（3-17 項） ＊／

　⑩ ｏｕｔｐ（BASE＋０，０）　　　；　／＊　所属ページ（＝０）指定　　　　　　　　 ＊／

　　 ｏｕｔｐ（BASE＋５，１）　　　；　／＊　停止【＝ソフトトリガ禁止】　（3-17 項） ＊／

　 《注１》　⑧ＤＡデータ書き込みの前に必ず⑦【＝ｸﾛｯｸ同期・非ｻｲｸﾙ】指定を実行しておく。

　 《注２》　スタート前の⑧ＤＡデータ書き込みはＦＩＦＯメモリ容量以内。　以後、必要なら

　　　　　 ステータスを監視して（または割り込み，ＤＭＡで）適時・追加書き込みを行う。

　 《注３》　◇割り込み要求発生要因制御を実行すると許可された要因による割り込みが有効に

　　　　　 なる（⑦以下を待ってくれない）ので、場合によっては後にする必要もある。

　 《注４》　⑨は【＝ソフトトリガ／無限動作】＝即スタートの例。

　　　　　　　 　【＝外部（立下り）エッジトリガ／無限動作】なら：０ｘ５１、等

　 　　　　　⑨で指定ブロック数出力で自動停止なら：０ｘ８９。

　《 その他 》　チャンネルＢとの乗算または減算モードのときは、（いつでも）チャンネルＢ

　　　　　　　出力の更新により、当チャンネルＡ出力の振幅制御が可能です。

　　　　　　   ｏｕｔｐ（BASE＋10，ＢＬ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの下位バイト　＊／

　　　　　　　 ｏｕｔｐ（BASE＋11，ＢＨ）；　／＊　ＤＡチャンネルＢの上位バイト　＊／
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